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抄録

　自閉症スペクトラム障害（ASD）を持つ子どものケアにおいて、アートセラピーは内面の豊か

な世界を表出する手段であるに留まらず、自他の分化を促進する、ソーシャルスキルを獲得す

る等の点でも重要な役割を果たしていることが先行研究において報告されている。本研究は、

米国の多文化環境に暮らすASDと診断された16歳の男子を対象に行ったセラピーの実践か

ら、アートとナラティブをベースとした、セラピーの新しいモダリティーを探る試みである。調査

は11ヶ月間、32回にわたるアートセラピー・ベースのセッションを実施し、各セッションの記録

をもとにセッション内で表現されたドローイングとナラティブに関する考察とPHQ-9スコア等に

関する分析から行なった。 

　結果、得られた知見は以下の通りである。 

（1）男子はドメスティック・バイオレンス、虐待経験からトラウマに由来する症状を示しており、

アートセラピーが最も適切であると予想されたが、ポジティブな変化を最も引き出したのは

ドローイングとナラティブの併用であった。また、ASDであることの受け入れに関してはナラ

ティブの構築と表出が重大な心的動力となったことが示唆された。（2）思春期のクライエントと

のセッションではゲームなどサブカルチャーに由来する言語にセラピストもコミットメントを示

し、協働することが重要であった。（3）男子と心理療法士の文化背景は異なるが、両者がお互

いの文化を学び、セッションで協働することがつながりを深め、男子のソーシャルスキル獲得

にも貢献した。 

　これらの知見を、思春期の自閉症者のケアの実践にフィードバックし、さらに多文化コミュニ

ティにおけるアートベースのセラピー研究の一助へとすすめていきたい。
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1.はじめに
　本研究は、米国ロサンゼルス市の多文化環境に暮らす自閉症スペクトラム障害（ASD）と診断

された16歳の男子を対象に行ったセラピーの実践から、アートセラピーとナラティブセラピーを

基盤とした、セラピーの新しいモデルの可能性を探る試みである。

アートセラピー

　セラピーのクライエントであった16歳男子は、ASDのほか、ドメスティック・バイオレンス

（DV）、肉親からの身体暴力による虐待体験があり、それらの経験により受けたトラウマを原因

とする心理的症状が見られた。この男子への適切なケアとして、アートセラピーが第一に検討さ

れたのは、以下のような理由による。 

　心理療法には多様なアプローチがあるが、移民・難民といった境遇により母国語の医師・療

法士がいない場合、子ども、あるいは高齢者の認知症を含む精神障害といった要因のため、言

語を主な手段とするアプローチが機能しない場合などには、アートセラピーがポジティブな変化を

もたらすことが多くの先行研究により示唆されている［Kramer&Wilson,1971; Caliesh,2003;

Hannemann,2006;Rusted et al,2006;Linech et al,2014］。 

　次に、自閉症スペクトラム障害（ASD）を持つ子どものケアにおいて、描画、工作、彫塑、身体

表現等のアートを用いることそれ自体が内面の豊かな世界を表出する手段となり得ることは日本

においても自閉症者の美術作品の展覧会などで周知されてきているところであるが、近年では

それに留まらず、自他の分化を促進する、ソーシャルスキルを獲得するといった点でも、アート

セラピーが有意な効果を挙げていることがASDを持つ子どもを対象とした研究により報告され

ている［Emery,2004;Epp,2008］。 

　さらに、心的外傷後ストレス障害（PTSD）などトラウマに由来する心理的・身体的症状を緩和

するための療法としては、暴露療法、トラウマ集中型の認知行動療法（TF-CBT）から眼球運動に

よる脱感作と再処理法（EMDR）まで様々な療法が試みられている。そのなかでアートセラピー

は言語による記憶の再訪を回避できるため、再トラウマ化に対して比較的安全であるという利点

がある。このためアートセラピーは特にグループ環境でのトラウマ治療にしばしば用いられ、

様々なグループを対象としてその効果が調査されてきた。なお、PTSDを発症する要因としては、

戦争、災害、交通事故、性犯罪被害などが知られているが、幾つかの研究はドメスティック・バイオ

レンスの経験、子どもの被虐待経験とトラウマの相関関係を示唆している［Levendosky,2002; 

Kagen,2014］。近年の先行調査のうち条件を満たした17例について検証を行った研究では、

アートセラピーによって性虐待被害者のPTSDの症状や不安症状が大きく減少したという研究

が2例見られる［Slayton et al,2010］。

ナラティブセラピーと個人言語

　ナラティブセラピーは自分の物語を「語る」こと、あるいは「語り直すこと（再著述）」がケアである

ととらえる。ナラティブセラピーの本領は物語を外在化させる過程を通じて自分の人生や役割を再

定義できるところにあり、過去と未来の物語を変容させることを可能にする［Denborough,2014］。

トラウマをめぐっては、過去のネガティブな出来事の記憶を封じ込めずに現時点でのその出来

事を再認知する過程に介入することで辛さの緩和を図るアプローチがとられるが、ナラティブセ
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ラピーは物語を通じて容易に過去のネガティブな体験に対するとらえかたを変えることができ

る。しかも、アートセラピーと同様、記憶の再訪は最小化することができる。ナラティブセラピー

の創始者・ホワイトは、トラウマを追体験することは再トラウマ化につながりかねず、トラウマの

記憶の再訪を促すようなセラピーについて警告を述べている［White,1995］。

クライエントの言葉を学ぶ者としてのセラピスト

　その他のセラピーに対して、ナラティブセラピーの特異点はセラピストの位置づけにある。多く

のセラピーにおいてセラピストは治療者として言葉を通じてクライエントを「導く」者であるという

前提であるのと異なり、ナラティブセラピーにおけるセラピストとは、 まっさらな状態からクライ

エントについて学ぶ者であり［Anderson & Goolishan,1992;早川 ,2009］、クライエントにつ

いて学ぶことはそのクライエントの「個人語」を学ぶことである［Anderson,1997;早川 ,2009］。

ナラティブセラピーのこの視点はベイトソン以降の家族療法の文脈上に生まれ、ポストモダンの

思想に現れた社会構成主義の理論に基づいている［McNamee & Gergen,1992］。社会構成主

義論者は、個人が語る「物語」はその個人が自分を取り巻く世界、あるいは他者との相互理解と

関係によって構築された社会的現実であるととらえる。認知行動療法をはじめとする「治療者と

患者」の立場をとるセラピーは個人の物語と外界の客観的現実との齟齬に着目し、（セラピスト

側が考える）より健全な言葉への置きかえを図ってきた。これに対し、ナラティブセラピーでは

「語り」を通じてセラピストがクライエントの現実を理解すること、クライエントにとって有益な未

来に向けての再著述を協働して行うことを重視する。クライエントの物語を理解するためには、

例え同じ母国語を共有していたとしても、個人によってそれぞれに異なって使われている言語、

個人語を注意深く学習することをセラピストは求められる。どんな一つの言葉も、その語を使う

場面、意味の広がりや隠喩、家族・地域文化での伝統など社会的に構築された複雑な意味ネッ

トワークとは無縁ではあり得ない。ナラティブセラピーでクライエントが物語を語り直す過程は、

セラピストとともに言語の意味のネットワークを発見し、とらえ直し、未来に向けて再構築する過

程でもあると言える。セラピストがクライエントの個人語を学び、個人語が両者間で通じるように

なったとき、セラピーは「協働な探究」へと変化しうることができるのである［Anderson,1994］。

流動性の高い表現セラピーへ

　前述したような再トラウマ化のリスクの低さと、セラピストとの協働性はナラティブセラピーの

大きな利点である。一方、言語が十全に機能しないクライエントとのセラピーでは効果を発揮で

きない可能性が大きい。本研究では、前項で挙げたアートセラピーの様々なクライエントへの

適用性、ナラティブセラピーの協働性、双方に共通するトラウマを持つクライエントへの安全性を

重視し、この2つのセラピーを接続することで、それぞれの利点を生かした複合的なセラピー

の様式となりえると仮定した。ナラティブセラピーにおいて語られる「物語」は「創作」であるフィク

ションや文学とは異なるものの、この「語り」を創造性を含む「表現」としてとらえたとき、アート

とナラティブを行き来できるような流動性の高い表現セラピーの可能性が生じると考える。
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2.研究について
2-1.研究の目的

　セラピーセッションの実践事例を通して複合的なセラピーの効果を検証することが本研究の

目的である。

2-2.本論文の研究上の位置づけ

　「1.はじめに」で述べたように、ASDを持つクライエントを対象とするアートセラピー、多文化

環境におけるクライエントへのアプローチを可能にするアートセラピー及びナラティブセラピー

にはすでに研究がなされている。しかし、アートセラピー及びナラティブセラピーの複合様式に

よるセラピーの効果に関しては、事例報告を含め先行研究が非常に乏しく、本研究はこの点を

調査するものである。

2-3.研究方法

　本論文は実際の事例に基づく事例研究である。主としてセラピーセッションの経過記述から

得られたデータに質的分析と解釈を加え、一つの個別の事例としての研究を行う。

2-4.データ収集方法

セラピーセッションの実施

　一人のクライエントを対象に、アートセラピー及びナラティブセラピーを基盤とするセッション

（原則として週1回、60分または90分）を32回にわたって実施した。各セッションは語り、描画、

遊び、工作を含む。セッションはロサンゼルス市内にあるクライエントの自宅で行われた。

セッション以外のデータ収集方法

　クライエントのセッション外での変化を母親へのインタビュー、通学している公立高校で定期的に

開催される個別教育プログラム（Individual Education Program:以下IEP）1）ミーティング に参加

した際の聞き取りなどから調査する

質問票によるデータ収集

　下の２つの質問票を使用する。 

PHQ-9

　PHQ-9（Patient Health Questionnaire-9）は、大うつ病性障害のスクリーニングツールとして広く

用いられている質問票（質問票1）である。過去1週間に感じる症状に関する9項目の質問からな

り、症状が「全くない＝0点」「数日＝1点」「半分以上=2点」 「ほとんど毎日＝3点」として合計ポイ

ントを 算出する。合計ポイントは 0～4点はうつ症状がない、5～9点は軽度、10～14点は中等

度、15～19点は中等度～重度、20～27点は重度の 症状レベルと判定される。

感情記録

　毎セッション開始時にDo2learn Resourcesがオンライン上で配布しているエモーショナル・

チェックインシート（質問票2）への記入を促す。「穏やか」「ハッピー」「ワクワクしている」「困っ
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ている」「ピリピリしている」「怖い」「がっかり」「傷ついた」「悲しい」「退屈」「動揺している」「怒っ

ている」の12種類の感情からあてはまるものをマークする（複数回答可能）。本来、セッション前後

での感情の変化を測定する目的の質問票であるが、本調査ではクライエントの感情を言語化、

可視化する目的で使用する。

2-5.セッション経過の記述の方法

　各セッション後にセラピーの目標（Goal）、セッション内外での介入（Intervention）、クライエ

ントの反応（Response）、セラピーの計画とセッションの位置づけ（Plan）からなるセッション記

録ノート2）を記入した。セッション記録ノートは観察と問診によるアセスメントを基礎とした客観

性に基づく記述が前提となっている。本調査では、上記の記録に加えてクライエントの表現とそ

の内容の記録を行った（描画の撮影を含む）他、ナラティブセラピーの見地から、セッション内外

で起きたこと、クライエントの言葉と会話、及びセラピストの解釈と発見を可能な限りそのまま

記述した。

2-6.データの分析解釈の方法

セッション経過の記述の分析：本論文は、まずセッションを5つの時期に分けた上で、それぞれ
の時期のセッション経過の記述を挙げる。各時期のセッションに対する質的分析は、個別のク

ライエントに対するアートセラピーの適用性、ナラティブセラピーの協働性、両セラピーの安全

性と効果の検証を目的とし、次の諸点を基準に行う。 

・セッションにおけるセラピストの課題 

・セッション内外で起きていた事実 

・クライエントの表現と内容に対するセラピストの発見 

・セラピストの解釈とその根拠 

クライエントの表現と内容に対するセラピストの発見と解釈は、ナラティブセラピーの「クライエ

ントの個人語を学ぶ者としてのセラピスト」としての立場から行われる。

クライエントの母親へのインタビュー：母親へのインタビューはセッション前に随時行 った。母親
とクライエントの関係性の変化、クライエントに起きていた事実、そしてその事実がどのように

クライエントの描画や語りに反映しているかを知るための手がかりとなる内容を抽出し、セッ

ション経過の記述に加味した。

IEPでの聞き取り：前年度のミーティングの記録を参照し、各教員の評価を比較検討によって
クライエントのソーシャルスキルにおける変化の分析材料とした。

PHQ-９：点数をセッション開始時と第15回目、第32回目に測定、比較を行い、クライエントの
気分変化の分析材料とした。

感情記録：頻出する感情の比較を行い、クライエントの感情変化の分析材料とした。
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2-7.倫理的配慮

　調査とセッション内容の記録、及びクライエントの描画図版の使用に関しては、セッション開始

時は保護者の同意が必要であったため母親に説明した上で書面での同意を得た。本稿執筆時

には18歳に達しているためクライエント本人に説明しあらためて書面での同意を得た。クライ

エントの個人情報保護のため、関連する固有名詞はすべて匿名で記す。

3.セラピーの概要
3-1.クライエントの生育背景

　クライエント（以下、Clt）は中国広東省で生まれ育ち、小学校低学年のときに両親とともに米国に

移住してきた。中国の一人っ子政策時期にあたり、兄弟姉妹はいない。セラピー開始時点での

年齢は16歳、公立高校の10年生3）に在籍する。中国にいるうちから、また米国移住後も、母親

が父親から激しい身体的・精神的虐待を受けたため、11歳頃に当時暮らしていたアパートから

逃げ、14歳までの2年半ほどを母親とともにDVシェルターで暮らした。DVシェルターの運営母体

に属していたソーシャルワーカーの支援を受け、ロサンゼルス市内の低所得者向け集合住宅に

入居し、現在まで母親と二人で暮らしている。母親は高校を卒業後、結婚し、夫の家族の商売を

手伝っていた経験があるが、米国移住後は仕事に就いていない。

3-2.セラピストがクライエントとのセッションを開始するに到った経緯

　セラピスト（以下、Th）は50代日本人女性である。東京で生まれ育ち、美術で学士号を取得、

美術分野で働いた後、30代で米国ロサンゼルス市に移住した。日常言語はじめ主な文化背景は

日本だが、20年に及ぶ米国生活によって米国文化への適応度が高い。米国で臨床心理カウン

セリングを学び、カリフォルニア州認定のセラピスト（Marriage and Family Therapist）の資格

を得た後、ロサンゼルス郡の精神保健部（Department of Mental Health、以下DMH）プログ

ラム、DVシェルター、被虐待児のケア等でアートセラピーを行う機会が多くあった。Cltは当

時、描画に強い関心があることを訴えていたため、アートをセラピーに導入できるセラピストと

してThが紹介された。

3-3.使用言語

　Cltは学年基準にやや満たない程度の英語力を備えているが、母親は英語をほとんど話さな

いため、Cltと母親の会話には広東語が用いられている。一方、Thの言語は英語と日本語、日常

会話程度の北京語と北京語による筆談に限られており、CltとThの会話は主に英語、ThとClt 

の母親との会話は北京語で行われた。
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3-4.セッション開始時の状況

　学校生活においては、特別支援担当を含む複数の教師から、学習面でも社会面でも問題行動

（同級生との口論、遅刻、無断欠席、無断早退、授業を聞かず絵を描いているなど）が多いこと

が指摘されている。そのたびに高校から来る英語の連絡と呼び出しが、PTSDとうつ病の治療

過程にある母親にとっては多大なストレスとなっている。加えて家庭でも食事を拒否する、壁を

叩くなどの衝動的な行動がある。母親によれば、在宅時はほぼコンピュータゲームか、絵を描い

ているか、音楽を聴いているかで、部屋にひきこもることがあり、コミュニケーションが少ない。

母親はASDについての理解が乏しいこともあり、Cltの問題行動をめぐって母子間で激しい言

い争いになることがある。

3-5.臨床歴

・小学校中学年でASDの疑いがあり、DVシェルター入居時に高機能自閉症と診断される。
中学校・高校ではIEPで学ぶ。

・DVシェルター居住時は1週間に1度、プレイセラピー基盤のグループセッションを受ける。
現在の住居に移ってからは、ロサンゼルス郡DMHが提供するセラピスト・行動療法士との
セッション（2週間に1度程度）と地域センター 4）から派遣される精神医による面談（3ヶ月に1度
程度）を受けており、セラピー開始時は続行中であった。 

・DVシェルター居住時のセラピストの報告によれば、中国在住時には祖父と父親、米国では父親
から身体的・言語的暴力を受けていた。 

・母親の報告によれば、小学校を通じていじめに遭った経験がある。また、現在住んでいる集合
住宅で他のティーンエージャーの住民から暴行を受けたことがある。

3-6.セラピーの目標

・抑うつ状態の改善 

・学校生活においては、IEPミーティングでの評価の向上を目指し、追加の学習要件を受けずに、
4年間の在籍で高校卒業資格を得る。 

・コミュニケーションスキルの向上。学校で他学生とのポジティブなコミュニケーションの頻度を
増やす。母親とのポジティブなコミュニケーションの頻度を増やす。
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4.セッションの経過と分析　　
4-1.セッションの経過と時期の分類

　調査終了後、セッション記録を概観して分析した結果、Cltの行動と各時期に優勢であった表現

様式に現れた変化に基づき、以下の5期に分類することが妥当と考えられる。

・描画期　　　　　　　 CltとThが共に描画を行う 。

・キャラクター設定期　　物語の登場人物の描画が中心となる。語りは登場人物の説明に
限定される。

・「語り」期　　　　　　  描画は簡略化され、語りがセッションの大部分を占める。

・描画と「語り」期　　　 描画を入り口とする語り、あるいは語りの説明としての描画が共
に、或いは代わる代わる出現する。

・現実受容期　　　　　 Cltの語りは自分の経験を反映したものになる。描画量が最も少
なくなる。 以下、各時期ごとにセッション経過の記述に分析を加
えていく。

4-2.初対面時

　Cltは腰まで髪を伸ばし、フード付きの服を着てフードを被り、口元を手で隠して極力顔を見せ

ないように振る舞った。「どんな絵を描くの？」という質問には直接答えずに、数枚の絵を取り出

してThに見せた。いずれもルーズリーフノートに使われる罫線紙に鉛筆で描いたものである。

キャラクターや剣などが描かれており、Thが関心を示して質問をすると、剣の材質など細部の

説明を言葉は少ないが行う。セッション終了間際になってThが帰る準備を始めると、40～50

枚の描画を持ち出してきて話し始めようとした。それまでCltとのアイコンタクトはなかったが、

ここで初めてCltがこちらの目を見て話す。時間を少し延長し、10枚ほどの描画について話を

聞いた後で、Cltの意向を聞き来週から一緒に絵を描くことを約束する。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析

初対面時のThの課題は、信頼関係の確立と予定されていたアートセラピーを段階的に導入するた
めの手がかりを掴むことであった。だが、実際にはCltは膨大な数の罫線紙に描かれた描画を見せ
た上で、描画そのものよりも物語の説明を熱心に行った。ThはCltの行動を 「絵の背後にある物
語」を語ること、聞いてもらうことへの強い欲求を持っているのだと解釈した。描画はCltの世界観
のほんの一端でありCltの表現は描画だけでは不足であること、Thは絵の背後にある物語を知る必
要があることに気付き、ナラティブアプローチの必要性を意識する。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

4-3.描画期（第1回～3回）

　母親からの聞き取りによれば、高校の春学期が始まり、興味の持てない科目については学習を

放棄しかかっているものの欠席はせずに通っている。ThはCltと一緒に同じテーマで描画を描く。

美術の時間のように机に向かい合って描き、終わるまで互いの絵を見たり、コメントや干渉は

しないというルールがCltから提起されて合意する。CltはThとの間に本を用いて壁を作り、自分

の絵を覗かれないようにする。描く主題の選択を任せると、Cltはビデオゲームの登場人物を

希望した。CltとThはそれぞれインターネットで画像を検索し、その画像をもとにそれぞれに描

いた後、お互いの描画について話しあう。2回目のセッションの開始前には母親から報告が

分析
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あった。前週にThが帰った後、Cltがセッション中に描いた絵について母親に2時間ほども話し、

止まらなかったと言う。 

　また、描画期、Thは面と向かって尋ねたときには答えない学校関係の質問（友人関係、教師、

試験等について）にも一緒に描画しているときならCltが答えることを発見した。また、言語以外

ではCltのハンドサイン「そう」「違う」「そこは自分が説明する」などを意味するわずかな手の動き

を理解した。これらを知ることは以降のCltとのコミュニケーションを格段に容易にした。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析 

ドローイング期を通じてのThの課題は、Cltとのつながりを得ることだった。ナラティブセラピーの
視点に立てば、Cltについて無知であるThがCltを学習する、すなわちCltの世界観や経験について
直接的関わりを介して学ぼうとすることである。そのためにThはCltが提案したビデオゲームの
キャラクターに自分も興味を持ち、一緒に描くことを通してつながりを得るきっかけにしようと考えた。
このことは、Cltとの踏み込んだコミュニケーションの糸口が物語とつながった描画にあることをThが
知る上で、必須の過程であった。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

4-4.キャラクター設定期（第4回～7回）

　この時期には1週間で10枚以上の描画が毎週のように描かれ、Cltが描きためていた描画群

と合わせて、画中に描かれたモンスターや動物、その他の登場キャラクターについてのCltから

の「語り」がセッションの大部分を占めた。人物同士をつないで展開する大きな物語はまだ表現

されていないが、図4の説明時にはすでに次の「語り」期を予感させる物語の表出が見られる。 

回を重ねるごとにCltの「語り」をThが理解できていることがCltに伝わると、説明はいっそう微

細な部分に及び、セッションは規定の60分を超過することが多くなっていった。 

描画はこれまでと同じく罫線紙と鉛筆を用い、1枚に6体から多いときには15体ほどの人物が描か

れている。キャラクターはそれぞれ直立、あるいはポーズをとるが、動きはない。背後の光焔や氷

塊、鎧、剣や棍棒、弓矢などの武器に至るまで、細部に集中して描きこまれている。キャラクター設

定期に描かれたキャラクターは、ビデオゲーム、東洋のマーシャル・アーツ（中国の少林寺拳法やカ

ンフー、日本の武士文化）、同世代のティーンエージャーが好むマーベルなどのアクションヒー

ロー、「三国志」や「孫悟空」の物語、ディズニー、龍や麒麟、鳳凰といった想像上の動物等の影響

から彼がつくりあげたものである。キャラクター設定期の描画は主題から以下のように分類される。

分析
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・戦士、炎、剣：不死、無敗、炎よりも強力な焔など、強さの描写：（図1）

・「孫悟空」、半人半獣、幻獣、想像上の動物：人間を超越した力の描写：（図2）

図1　炎の属性を持つモンスターとその武器の設定

図2　さまざまなキャラクターが描かれたこの時期のドローイング
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・少林寺の老師や老カンフー・マスター 1）：優れた師匠、先輩の描写：（図3）

・トレーディングカードゲームやビデオゲームの設定画面：（図4）

図4　ゲームキャラクター設定画面に倣った仔細なキャラクター設定

図3　モンスターから次第に少林寺僧などのキャラクターが登場する
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図5　棒人間が登場するストーリーラインの描画

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析

キャラクター設定期のThの課題はCltが自分と自分を取り巻く世界をどうとらえているかをより詳細に
知っていくことである。セッションではCltは描画を示しつつ、一人一人の人物について、誰がどう「強
い」のか、一番強い者（男）とはどんな力を持っているのかということを繰り返し語った。ThはCltの「強
さ」をめぐる価値観と意味のネットワークを把握しようと問いかけをし、それに対してCltが「この中で
誰が一番強いか」というクイズを出題し返してThの理解を促すことがしばしばあった。このことはClt 
とThの間に双方向的な関係が始まったことを意味していると思われる。 
Thは中国文化に由来する主題が頻繁に現れることに気付き、Thが中国文化について知ることがClt 
が自己像に近づくことの一助になると考えた。そして語りの合間に孫悟空や少林寺の物語について
「教えて欲しい」と説明を求めた。このことはCltが自分の文化的背景を肯定されていると知る機会に
なっただけではなく、多文化環境に育った自分の文化背景を言語化し他者に表明する体験につながっ
た。CltはThの質問に答えただけではなく、日本の侍、忍者や人名等についての質問をするようになっ
た。描画を通してお互いが持つ異なる文化背景を学び、加えて中国文学、漢字等の共通する文化につ
いて話したことは、CltとThの協働的なセラピーを可能とする契機のひとつであったと考えられる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

4-5.「語り」期（第7回～15回）

　この時期を特徴付けているのは、描画という形式を超えて立ち現れた、爆発的な物語の表出

である。登場人物はキャラクター設定期の微細な描写を離れ、しばしば棒人間で表され、Cltは

マンガ的な物語の場面展開に集中していく。図5はこの時期の典型的な物語である。①主人公

（長髪の剣士）のもとにギャングの3人組が現れる。②主人公は火炎を放つ剣でギャングを撃退

する。③～⑤ギャングのボスが現れ、主人公を力で圧倒し、様々な方法で主人公を痛めつける。

⑥主人公は守護獣の助けを得て、ボスに打ち勝つ、というストリーラインを持つ。
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　また、この時期の重大な変化点としてCltと同じく長髪である「主人公」の剣士が登場する。物語
は主人公の受難と力ある者による救済をめぐって、主人公がいかにいわれのない暴力を受け、
傷つけられたか、そして窮地からどのように老師や血兄弟、守護獣に助けられたかが繰り返し
語られる。Cltの言語描写は正確で、つねに最適な言葉を探し、時には演技が語りに加わること
もあった。傷つきの再演がしばしば語りに挿入された。Cltは主人公が暴力を受ける場面を語る
とき、場面を再現するかのように立ち上がり、身振り手振りをつけて語り、そのときの身体と心の
痛み、絶望を“演じて”いる。Thは共感をもって感情移入するとともに、「Cltは今現在はそこ（絶
望せざるを得ない状況）にはいないこと」の道標となる役割を受け持っていたと考えられる。 
　CltはThが正しく物語を理解しているかを確認するため、クイズタイムを設けて自分の物語に
ついてThをテストすることが度々あった。このテストも含めて、「語り」期はCltとThの信頼関係が
より強まった時期であった。そのことを示す出来事として、14回目のセッションのあと、Cltが繰り
返し視聴しているという中国のポップ・グループのある曲の動画をThに紹介し、一緒に視聴したあ
と、その曲の歌詞（「信書」といい信頼に関する歌詞）を中国語で書き起こして贈ったことがある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析
Thの課題はCltの「語り」を促してさらに深く彼の世界観を知るとともに、ナラティブセラピーにおける

「物語の外在化」を進めることであった。この時期の膨大な語数を費やした語りは、Cltの「問題」を外

在化・可視化する作業でもあった。そのことを示す出来事として、Cltが高校の教師の一人に一日中つ

きまとうことが何日も続いたため教師からクレームが入るという事件があった。「父親像の不在と父親

的存在の希求」5）はCltの語りに頻出するテーマである。教師はアジア人の中年男性で、Thはこの出

来事をセラピーを通じて徐々に自覚された父親的存在への希求が現実においても表出したものと解

釈した。「語り」期を通じてThはCltの物語のテーマを知るとともにCltが世界をどう見ているかについ

ての手がかりを得ることができたが、その一つが、現実社会での不条理（Cltの場合、理不尽に与えら

れる暴力）というテーマである。そして、世界を不条理の連続と見るCltの世界観は、正しいものが罰

せられる、素晴らしい力を持った者が負けるなど、物語上の矛盾点として現れていた。Cltは話が行き

詰まるとその矛盾を解決することなく次の物語を新たに語り始めるのだが、Thは質問によって矛盾点

にCltの注意を促すことで、Cltが世界観を見直すきっかけを作れるかもしれないと考えた。「語り」期

当初、Cltは60分以上休みなく喋り通すことがあったが、Thが質問を挟みながらCltの語りに加わって

いくうち、主人公を取り巻く物語の筋が整理されていった。この過程は、Cltを物語（自らの世界観の）

再定義に近づけることができたと考えられる。
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4-6.転回点（第16回）

　16回目のセッションは矛盾点に突き当たった物語を再構築的に展開する手がかりを探しあぐ

ねたまま、主人公が戦士になるまでの話に遡った物語が語られて終わった。終了後、母親が広東

語ではあるがThの前で「自閉症」と口にしたことがきっかけで母子のあいだに口論が始まった。

口論が収まった後、母親が部屋を出て行くと、CltはThに自分が自閉症であることを打ち明け、

その辛さを話した。以下はその会話記録である。 

（第16回セッション後の会話）

Clt　「自閉症って知っている？」 

Th　「知っているよ。どうしてそれを聞いたの？」 

Clt　「じゃあ、自閉症はシャム双生児や障がいと同じだって知ってる？」

Th　「うーん、そうなのかな？ どこでそう聞いたの？」 

Clt　「もしかしたら、シャム双生児は違うのかもしれないけど！ でも、精神に問題があるっ
てことでは同じだよ。どこかがおかしいんだ」 
「僕は自閉症なんだよ」 

Th　「うーん、そうか。そう分かったのはどうして？」 

Clt　「医者が言ったんだよ。医者がここに来て僕に言ったんだ」

Th　「そう…そう分かってどう思う？」 

Clt　「怖い」 
「僕はすごく怖い。なぜかっていうと僕はときどきおかしくなるって知ってるから」
「あるとき、すごく怒っておかしくなった。セメントブロックをある奴にもうちょっとで
投げそうになったんだ。その瞬間はすごく暴力的で野蛮で…もう少しでそいつをぶ
ちのめしそうだった」 

Clt　「見て、このコップが僕だとする。（テーブルの上のコップの縁を指差して）いちど、僕の
自閉症レベルがここまで来たんだ。そのときは怒り狂って、おかしくなった。僕はベ
ランダの柵を越えて飛び出しそうになったんだ」 

Th　「OK、それで今はどのくらい？」 

Clt　「今はこの辺だよ」（コップの半分より下のあたりを指さす） 

Th　「じゃあ、今はおかしくならないのね。まだ、ベランダの柵からダイブしたくなる？」 

Clt　「ならない。今は大丈夫」（もう一度、コップの縁を指さして）「僕はもうこのレベルまで
戻りたくない。それはすごく怖い。僕はもうおかしくなりたくないんだ」 
「でもね、自閉症は治らないって知ってる？」「僕の自閉症も治らないんだって」 

Th　「でも、X（Clt名）はもうすでにそのレベルをここまで下げることができたんだね」

Clt　「そうだね」 
「自閉症の嫌なところは僕が自閉症だって誰もわからないところなんだ」「学校で、誰
かが僕を見ても、僕が自閉症だって分からない。でももし彼が僕と話したら、僕が違
うってことが分かっちゃう。僕は普通に見えるけれど、なかみは違うんだ」 

Th　「そういうこと良くあるの？」

Clt　「そうだね、良くある」
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図6（左）描画と「語り」期の主人公　図7（右）女性の登場人物

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析
セッション外の非意図的な機会が、ThにとってはCltの物語の根底にある言葉を知った重要な契機と
なり、セラピーの転回点となった。ThはClt がASDを具体的かつ的確に語る言葉を持っていることを
知って衝撃を受けると同時に、初めて現れたCltの現実についての語りによって、Cltの言葉は「自閉
症であることを知っている」「他人とは違う」「制御できない怒りがあることを怖れている」主人公から発
せられていることを初めて発見したのである。ThはCltをASDや虐待経験のある者として「セラピスト
としての言葉」で見ていた自分に気付き、「主人公」としてのCltの言葉の意味をここでようやく理解す
ることができるようになったと言って良い。Cltにとっては他者に自分が自閉症であるという現実を打
ち明けた初めての機会であった。この出来事は CltとTh双方に作用し、以後のセッションが既成の物
語や登場人物を借りた語りから「Cltの現実」としての語りに移っていく契機となったと考えられる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

4-7.描画と「語り」期（第17回～22回）

　前回の会話があった後、Cltの語りは一転して男女の三角関係をめぐる話が続くようになる。

前半では「語り」期ほどの爆発的な物語の表出はないものの、語りにさらにエネルギーが注がれ

るようになり、人物は棒人間ほどではないが簡略化されて描かれる。高校が夏休みに入ったため、

セッションを何度か延長してみるが、なお語り尽くせず、帰路に着くThに駐車場まで追ってまで

話し続けることもしばしばあった。後半は描画が中心となり、物語には初めて女性、それも若い

女性が登場する（図7）。典型的な物語は、正義感の強い主人公（図6）が村から閉め出される、

森のなかに軟禁されるなどの受難に遭うが、心優しく、誰にでも親切で美しい女性が主人公に

昔、助けられたことを恩義に感じ、知恵を働かせて主人公を救い出す。主人公は殺されることも

あるが、幽霊になっても女性を守る。回を重ねるごとに、主人公と女性の心の通い合いを邪魔し

ようとする人物が現れ、主人公を陥れようとするが、二人の絆は揺るがない（図8）。暴力描写は

まったく影を潜め、わずかに女性が主人公を救うためにギャングを刺すなどのシーンが描かれ

る。また、物語のなかでサムライや忍者など、日本の文化への言及が多くなる。Cltが日本文化、

Thが中国文化から題材を選んで一緒に描くこともあり、文化交流のような学びあいが続いた。描

画では現実の高校生活の人物や出来事の反映がところどころに見られた（図9）。

分析
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図8

図9　描画に高校生活が反映されるようになる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析
キャラクター設定期のThの課題はCltが自分と自分を取り巻く世界をどうとらえているかをより詳細に
知っていくことである。セッションではCltは描画を示しつつ、一人一人の人物について、誰がどう「強
い」のか、一番強い者（男）とはどんな力を持っているのかということを繰り返し語った。ThはCltの「強
さ」をめぐる価値観と意味のネットワークを把握しようと問いかけをし、それに対してCltが「この中で
誰が一番強いか」というクイズを出題し返してThの理解を促すことがしばしばあった。このことはClt 
とThの間に双方向的な関係が始まったことを意味していると思われる。 
Thは中国文化に由来する主題が頻繁に現れることに気付き、Thが中国文化について知ることがClt 
が自己像に近づくことの一助になると考えた。そして語りの合間に孫悟空や少林寺の物語について
「教えて欲しい」と説明を求めた。このことはCltが自分の文化的背景を肯定されていると知る機会に
なっただけではなく、多文化環境に育った自分の文化背景を言語化し他者に表明する体験につながっ
た。CltはThの質問に答えただけではなく、日本の侍、忍者や人名等についての質問をするようになっ
た。描画を通してお互いが持つ異なる文化背景を学び、加えて中国文学、漢字等の共通する文化につ
いて話したことは、CltとThの協働的なセラピーを可能とする契機のひとつであったと考えられる。 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析
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図10　いじめの物語の一場面

4-8.現実受容期（第23回～28回）

　Cltの高校でIEPミーティングがあり、教員5名、Th、行動療法士、母親を前に10年生時の振り

返りと11年生の履修計画が議論された。何度かその場から逃げ出しそうにはなったが、アイコン

タクトもとり、自分の意見を述べることができたCltには、この1年間の達成に関して特別支援担

当教員をはじめスタッフから好意的なコメントと励ましが寄せられる。 

　その翌週のセッションでは描画も語りも持ち出されることがなかった。高校の学校新聞を取り

出し、紙面に載っている生徒一人一人が説明される。良い奴か悪い奴か、親切か親切でない

か、意地悪かそうでないかという分類があるようだ。 

　さらに次の週には、いじめに関する直接的な話が「語られ」た。主人公は外見が「他人とは違

う」人間で、学校で仲間はずれにされ、からかわれ、打たれ、恥をかかせられる。主人公の家庭

は貧しく、シングルマザーに育てられている。誰かが主人公を助けに来ることはなく、ときどき親

切な女の子が主人公を助けようとするが、主人公は女の子に迷惑がかかることを怖れる。一度目

にはCltはこの話を途中で止めて、面白おかしい描画を描こうと提案する。 

　その翌週も同じ物語が語られる。いかに主人公の外見が醜いか、他と違うか、そして様々ないじ

めの細部が語られる。この週もCltは話を途中で止めた。「ハッピーエンディングはない」「でも 

OK」と言ったあと、描いていたいじめの場面の絵を伏せ、ジェンガのようなゲームで遊ぼうと誘う。 

　図10は最後に語られたいじめの物語の一場面である。悲劇的な事故で顔がひどく醜くなって

しまった主人公が学校でいじめられたあと、離島に隔離されている。すると、親切な女の子が船

を漕いでやってきて陸に戻ろうという。主人公は女の子と船に乗る が、陸には帰らず、人々のい

ないところで暮らしたいという。女の子はそれならときどき訪ねていくと言い、主人公は海のなか

で見つけた宝石を掲げて女の子に渡す̶この話以降はセッション中ほとんど描画を描かず、簡

単な工作をしたり、粘土にいろいろなものを付けてオブジェを作って遊ぶ。
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ThはIEP ミーティングの後、Cltの状態が安定していることを確認し、セッションを漸減してセラ

ピー終了の準備に入る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析

この時期のThの課題は複数あった。1つは協働作業者としてトラウマの物語をCltの「外に出す」こと。
もう1つはCltが未来に向けて物語を語り直す目撃者を務めることである。そのためにはトラウマを表
現しても安全な環境を準備することが第一であり、Cltとの間に構築してきた信頼関係を保持し、Clt 
への関心と共感を安定的に示すことが重要であった。この時期、IEPミーティングのためにTh が 2 回
ほど高校に出向きCltの教師たちと会ったこと、IEPミーティングが良い評価に終わったことも、Cltと 
Thの信頼関係維持とこの時期の「語り」の後押しにプラスに作用したと考えられる。 
逡巡を経た後に三週にわたって語られたいじめの話は、虐待の経験と並んでCltの最も大きなトラウ
マであったと考えられる。Cltが自分の実際のいじめの経験と変わらない話を語り、身体と精神に受け
た痛みをThの前で語り得たことを、Thはセラピーを通して実現したCltのポジティブな変化ととらえ
た。また、「ハッピーエンドはない」「でも OK」という結末がCltによって語られるのを目撃し、この
二言がセラピーを通じてCltとThが到達した未来に向けた再著述の言葉であると理解した。最後に語
られた海の中の宝石の話（図10）はこれまで最も寓意的な語りであり、Cltの過去のトラウマに対する
心理的な超克がこの寓意的な表現を可能にしたのだと解釈される。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

4-9.終了期（第29回～32回）

　セラピーの終了を告げた後の感情の波紋を乗り越え、この時期は描画や写真を参照しての写実

的デッサンを共に行った。これまでCltは彩色をすることがなかったが、精密な彩色を施した絵が

描かれた。Cltは真剣にアートを習いたいと申し出、Thはそのための手配をケースマネージャー

に依頼する。現実社会では、近隣のコミュニティーセンターでアートクラスを開催している女性

にアシスタントを依頼される、空手のクラスを体験に行くなど、家庭・学校以外での人との関わり

が生じる。 

終了に向けて、これまでの達成をひとつひとつ確認した。感情が暴走しなくなったこと、怒りを感じ

ることが減ったこと、高校で同級生と話したことなどを話しあう。Thの注意を引き、セッションを引

き伸ばすような行動が2、3あったものの、Cltは安定した精神状態で終了を迎えることができた。

最終セッションの際、CltはThに贈る描画を最後まで描いていた。ThもCltに絵を描いて贈った。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析
セッションでは一緒に絵を描いた他、これまでの描画を見返した。セラピー期間を通じて行われた大
量の描画を見返す際には、一枚の描画を見ただけで笑い、気まずさ、賞賛などCltとThから同じ反応
をするなど、Thは絵で会話をしているような感覚を抱いた。CltもThが同じ反応をすることを疑って
いないようであった。これらのことから、描画とその背景の物語を意味内容の広がりを含めてCltと共
有できていることを、Thは確認することができた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分析

分析

H.Sone / アートミーツケア　Vol.11/2020 　31-54



49

表1

5.調査結果
5-1.高校での IEP ミーティングの結果

　特別支援担当教師はほぼ全科目にわたって授業態度・成績ともに大幅な改善があったことを

評価し、このままなら追加の科目履修なしに卒業資格が得られそうな見込みであることを告げ

られる。Cltは席上ある部活に誘われたが、理由を述べて断ることができた。一方で「先生をがっ

かりさせたくない」という気持ちも表明することができた。1年前のIEPミーティングでは開始

早々、席を立って出て行ってしまったことを考えれば、コミュニケーションスキルも格段に向上

したと見られる。

5-2.PHQ-9 スコア

　PHQ-9スコアは全セッションを通じて6ポイント減少し、開始時の「重度に近い中等度のうつ

症状」から「中等度」の判定になった。
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表2

5-3.感情記録

　セッション10回までに頻繁に回答にあがっていた「怒っている」（5回）「退屈」（4回）「ピリピリ

している」（4回）「傷ついた」（2回）は、最後の5回にはそれぞれ0回にまで減少。最後の10回の

セッションでの回答は、「穏やか」（4回）「ワクワクする」（1回）「ハッピー」（4回）という結果となり、

ほぼポジティブな感情に置き換わっていると評価される。
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6.考察
　クライエントの16歳男子は、ドメスティック・バイオレンス、幼児・学童期の虐待経験からトラ

ウマに由来する症状を示していたことからも、セラピー開始以前にはアートセラピーが最も適切

であると思われた。しかし、全セッションの経過を考察した上 で、アートセラピー単体でクライ

エントのポジティブな変化を引き出すことは難しかったであろうと考えられる。クライエントに最

も重大な変化が現れたのは、「語り」期であったが、それは描画を援用し、言語と視覚言語が互

いに補いあいながら、内面の世界観が表出した結果であった。思春期にいるクライエントが 

ASDであることを受け入れるのは難しいと思われたが、クライエント本人がセラピストにASDで

あることを語ることが結果的にASDであることの受け入れにつながった。この転回点に達し得た

のは、膨大なエネルギーのように噴き出してきた、描画と語りを行き来しつつの、内面の世界

の表出があったからであったと思われる。クライエントの場合は抑えがたい語ることへの欲求が

あり、語ることで彼の半生の辛い出来事や思いが処理されていく結果となった。また、現実の

セッションにおいては、アートとナラティブを複合させるまでもなく、表現を中継地に自然にセッ

ションが描画と語りを往来し、物語に統合されていったことを指摘しておきたい。     

　また、思春期のクライエントとのセッションでは、セラピストもゲームなどサブカルチャーを大

量に含む、ティーンエージャーの「個人語」を無心に学び、かつ積極的な関わり合いを示し、協

働することが不可欠であった。 

　この研究では、クライエントとセラピストは異なる文化背景を持っていたが、双方が複数の文

化を学びつつセッションをすすめることがお互いの表現を通したつながりをさらに深め、IEP 

ミーティングで評価されたように、クライエントのソーシャルスキル獲得にも貢献する結果と

なった。

7.終わりに
　多文化社会でのケアを考えたとき、心理療法においても言語によらないケアが課題になって

いくと考えられる。同時に当事者及び「個人語」をケアに役立てていくこともまた必要となるであ

ろう。この観点からアートとナラティブを流動的に用いるセラピーを今後も追求していきたい。

セラピー場面で現れる、文化背景や民族性に留まらない多文化性にもさらに考察を加えていく

必要があると考える。本研究で得られた知見は思春期のASDを持つ子どもたちのケアの実践に

役立てていくほか、多文化グループ／コミュニティにおけるアートとナラティブを基盤とするケ

アについてさらに研究を進める一助とする計画である。
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注

01）IEP：米国の公立学校システム（キンダーガーデンから 12 年生まで）において特別支援の必要
な児童学生のために提供されるプログラム。教師、特別支援担当教師、保護者、療法士、ス
クールカウンセラー等で構成されるIEP ミーティングで、達成目標、必要な支援、履修する授
業、コースなどを決定し、年に一度見直しを行う。

02）ロサンゼルス郡精神保健部（DMH）で使用されているプログレス・ノートの様式を使用した。

03）クライエントが通うロサンゼルスの学校区では 6～8 年生が中学校、9～12 年生が高校に区分
される。

04）地域センター（Regional Center）は知的障がい者、発達障がい者と家族のための支援を行う。

05）キャラクター設定期においても、血の繋がった祖父、父親は登場していない。現実には得ること
のできなかった自分を守り育ててくれる父親的存在への希求は、物語のなかで、血兄弟、老
師、力のある庇護者に振り替えられている。
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